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緒 言

大学における体育の授業を実施する場合,体

育実技 を指導す る立場 と一方では体育の授業 を

受ける側 の立場の両面か ら検討 されなければな

らない.こ こでは,学 生に とって,体 育実技の

実施が,ど の程度の生体負担 を感 じているかを

把握 しようとした.

本報では,調 査対象をアメ リカ合衆国の学生

に もとめ,生 体への負担度の指標を,体 育実技

によって生 じる疲労感(自 覚症状)と した.こ

の疲労感の発現の実状か ら体育実技のあり方 と

その評価 を行 うための基礎的な資料 を得 ようと

した.ま た,こ こでは,運 動の種 目として,テ

ニス,ラ ケットボール,ボ ウリング,ウ エイ トト

レーニングの4種 目をとりあげ,生 体に対する

負担度の特徴的な差異を種 目別,性 別に比較 し

た.す なわち,体 育実技による肉体疲労の発現

と運動種 目とのかかわ りについて知 ろうとした.

調 査 方 法

1. 調 査 対 象

被験者は, 1990年 秋 季にアメリカ合衆国 ミズ

リー大学におけ る一般の体育実技 を受講 した学

生255名 とし,そ の性別の内訳は男170名 女85名

を対象に調査を実施 した(表1).体 育実技の運

動種 目は,テ ニス,ラ ケッ トボール,ボ ウ リン

グ,ウ エイ トトレーニングの4種 目であり,そ

の うち,テ ニスは3ク ラス,ラ ケットボールは

5ク ラス,ボ ウリングは2ク ラス,ウ エイ トト

レーニングは3ク ラスとし,計13ク ラスの学生

を対象に した.ク ラスの構成人数は,平 均 して

男性13名,女 性では7名 からな り,各 クラスに

1人 の教師が体育の指導 を担当した.

2. 調 査 期 日

表1　 調査対象者の人数 と平均年齢(種 目および性別)

調査は, 1990年10月 実施 され,体 育の授業開

始後,第8週 目に相当す る時期であった.こ の

調査時期は,実 技の基本学習を済ませ,そ の学
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表2　 疲 労 自覚症 状 し らべ(英 語 版)

Subjective Symptoms of Fatigue

Read following questions. Check in the column which best describes your feeling.



アメリカの大学生における体育実技前後の疲労感の変動　 907

習の成果 を実践に移す時期であ り,各 種 目にお

いて,試 合が行われた.こ の試合を実施するこ

とにより,体 育授業への関心 と運動への意欲を

高めようとしたものであった.ま た,こ の時期

は精神的にも大学生活に慣れ,学 生生活に落ち

着 きがみ られ始めた頃であった.

図1　 男女別に見た体育授業前後の訴え率の変化(種 目:テ ニス)

3. 体育 実技の内容

アメリカ合衆国の大学における体育実技は,

運動種 目別に クラス単位の指導が行われてお り,

それぞれの授業時間は, 50分 で あった.授 業は,

開始 と同時に準備運動 と短時間の ミィーティン

グが5分 間行なわれ,そ の後は40分 間のテニス,

ラケッ トボール,ボ ウ リングの試合 を全学生が

行い,最 後の5分 間はまとめをし,授 業を終了

した.た だ し,ウ エイ トトレーニングは,各 自

の希望する個人のメニュー を40分 間行 った.し

たがって,運 動量や休憩は個 人によって異なる

ものであった.

4. 疲 労の測定

自覚症状 しらべ1)は,体 育実技の前後に実施さ

れ,主 観的な疲労感を質問紙法によって調査 し

た.そ の質問の項目内容は,わ が国の産業衛生

協会,産 業疲労研究会により設定 された白覚症

状 しらべの質問紙を採用 した.そ のアンケー ト

項 目は, 30項 目からな り,Ｉ 群 「ねむけとだる

さ」,Ⅱ 群 「注意集中の困難」,Ⅲ 群 「局在 した

身体異和感」の症状群か ら構成 されたものであ

る.こ れを,ア メリカ人に適用するため,そ れ

らの質問事項内容を英文になお したものを使用

した(表2).

5. 統 計 処 理

疲労感 としての自覚症状の訴 え数の変動は,

 McNemarの 法2)を用い,訴 え項 目別に統計的な

有意差検定をした.

結 果

1. ア ニ ス

テニスを受講 した男子学生についてみると,

Ｉ群の「あ くびがでる」「頭がぼんや りす る」「ね

むい」「横になりたい」という訴え率は,運 動前
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に,す で に そ れ ぞ れ37.9%, 27.6%, 58.6

%, 31.0%と 高 値 を 示 した(図1).そ して,運

動 後 に は,い ず れ も減 少 す る と い う様 相 を呈 し

た(p<0.05～0.01).逆 に,運 動 後 に 特 徴 的 に

増 加 す る症 状 と して は,III群 の 「口が か わ く」

(p<0.05)と 「手 足 が ふ る え る」(p<0.01)で

あ っ た.一 方,女 子 に お い て も「あ くび が で る 」

と 「ね む い 」は,運 動 前 か ら後 に か け て 減 少 し,

「口 が か わ く」 とい う訴 え は 増 加 し た.

こ の よ う に,テ ニ ス の 実 施 に よ り,男 女 と も,

 I群 の 症 状 は 全 体 的 に 軽 減 さ れ る一 方 で,水 分

要 求 が 高 ま る こ とが 明 らか に な っ た.

これ を, I・II・III群 の群 別 の 訴 え率 の 順 序

と比 較 す る と,全 体 と し て は,運 動 前 はI>II>

IIIと な り,運 動 後 に な る とIII>I>IIの 順 に な

っ た.こ れ は,肉 体 作 業 に み られ る特 徴 で あ っ

た3).ま た,男 子 の 運 動 前 で は, I>II>III,運

動 後 で は, III>I>IIと い う.結果 に な っ た.女

子 の 場 合 は,運 動 前 にI>III>II,運 動 後 にII>

III>Iと な り,男 子 とは 異 な っ た結 果 を 示 した.

2. ラケ ッ トボール

男女 ともに,運 動前か ら後にかけて 「あ くび

がで る」「頭がぼんや りす る」「ねむい」「目がつ

かれ る」「動作がぎこちない」という症状は減少

傾 向にあり,ね むけの症状の回復がみ られた(図

2). II群 では,「考 えが まとまらない」「気がち

る」.が運動 によ り訴 え率の低下がみられ,精 神

的な気分転換がなされていた.ま た, III群の訴

え症状は,運 動負荷に より「肩が こる」以外は,

やや高 くなった.こ の うち,「 口がかわ く」につ

いては,顕 著な増加がみられた(p<0.01).こ

の様相は,テ ニスの場合 と類似す るものであっ

た.

運 動 後 に 減 少　 変 化 な し → 運 動 後 に 増 加

+有 意 傾 向(0.05<p<0.10)　 ‡ 有 意 差 あ り(p<0.05)　 ‡‡ 有 意 差 あ り(P<0.01)

図2　 男女別に見た体育授業前後の訴え率の変化(種 目:ラ ケットボール)

男女別にみると,男 子では,運 動前に25.0%

以上 の訴え率 を示 した項 目は, I群 の 「あ くび

がでる」「頭がぼんや りす る」「ねむい」「目がつ

かれ る」, III群の 「口がかわ く」で,そ れらはIII

群 の 「口がかわ く」を除いてはすべて運動後に

は下がった.ま た,運 動後に25%以 上 の訴えを

示 した項 目は, I群 の「足がだ るい」「横になり



アメリカの大学生における体育実技前後の疲労感の変動　 909

たい」, II群 の 「きちんとしていられ ない」, III

群 の 「口がかわ く」であった.

女子では,運 動前に25%以 上 の訴え率 を示 し

た項 目は, I群 で は,「 あ くびがでる」「頭がぼ

んや りする」「ねむい」「目がつかれ る」「動作が

ぎこちない」「横にな りたい」で, II群 では,「考

えが まとまらない」「気がちる」「物事が気にか

かる」 であった.ま た,運 動後に25 .0%以 上 の

訴え率 を示 した項 目は,「 足がだるい」「口がか

わ く」であった.

男子に比べ,女 子において,運 動前に,比 較

的高い訴えとしては,「考 えが まとまらない」「気

がちる」「物事が気にかかる」等の,注 意集中の

困難に該当す る症状であった.も ちろん,こ れ

らの訴えは,運 動後には減少 し,運 動による不

定愁訴の喪失効果 として捉えることができた.

その他,特 徴的なことは,運 動後に25.0%以

上 の増加がみ られた症状 としては,男 子では「足

がだるい」「横になりたい」「きちんとしてい ら

れない」「口がかわく」,女子では,「足がだるい」

と 「口がかわ く」 であった.

したがって,男 女 ともI群 のねむけ とだるさ

の症状群は,ラ ケッ トボール とい う運動 をする

ことにより,そ の訴えは減少傾向にあったが,

「足がだるい」 と 「口がかわ く」は,直 接,運

動負荷によって生 じた症状であることが確認さ

れた.

次 に, I・II・III群 の群訴え率の順序 をみる

と,全 員の運動前は, I>II>IIIで,運 動後は,

 I>III>IIの 順 になり,肉 体作業によくみられ

る特徴があらわれた3.陰また,男 子の運動前では,

 I>II>III,運 動後は, I>III>IIと い う結果

になった.女 子の場合 は,運 動前に, I>II>

III,運 動後にIII>I>IIと な り,男 子 とは異な

った結果 を示 した.さ らに, II・III群の みで比

較検討 してみると,男 子の運動前では, III/II=

0.91,運 動後III/II=1.23,女 子 の運動前III/II=

0.62,運 動 後III/IIニ1.98と な り,男 女 ともにラ

ケッ トボールをすることによって,身 体的疲労

感を感 じていることがわか る.し か し, II群 の

小計が約半分に減少 している女子に比べ,男 子

のII群 におけ る訴えは増加 してお り,運 動 をす

ることによって学生の生体 負荷 はII群 症状にあ

らわれた.

3. ボウ リング

ボウリングクラスを受講した男女42名 の中で,

運動前に25.0%以 上 の訴え率 を有 した項目は,

「あ くびがでる」「ねむい」「目がつかれる」「気

がちる」「物事が気にかかる」「口がかわ く」で

あった.そ の中でも,「 あ くびがでる」と「ねむ

い」の2項 目は, 64.3%と 訴 え率が高値 となっ

た.な お,そ れらの中の大半の項 目は,運 動後

にその訴え率は減少 したが,「 口がかわ く」だけ

は,運 動前か ら運動後にかけて,顕 著に増加 し

た.ま た,「 あ くびがでる」の訴え率は減少 して

いるものの,そ の回復状態は,僅 少であった.

以上のような訴え症状の変動から,体 育授業

前にすでにねむけ とだるさの症状 を訴えていた

ことが確認され,「 あ くびがでる」 と 「ねむい」

は,運 動前に比べ,運 動後は有意に減少 した(p<

0.01).一 方,「 口がかわ く」は,有 意に増加 し

た(p<0.05).こ の結果,運 動 によ り,ね むけ

の症状の喪失を期待 し,一 方では,水 分を補給

することの必要性が示された.

男女別にみると,ま ず,男 子では,運 動前に

50.0%以 上 の訴え率 を示 した項 目は,「あ くびが

でる」と「ねむい」, 25.0%以 上 の訴えを示 した

項目は,「 口がかわく」であった(図3).「 あ く

びがでる」 と 「ねむい」の2項 目の訴えは,運

動後には減少 したが,「 口がかわ く」は40.0%に

増加 した.そ の他,「 根気がなくなる」は,運 動

後には30%の 訴 え率に増加 した.

女 子では,運 動前に, I群 の 「あ くびがでる」

と 「ねむい」は91.7%の 者 が, I群 の 「目がつ

かれる」 とII群 の 「きちん としていられない」,

III群の 「口がかわ く」は50.0%の 者が, I群 の

「全身がだるい」と 「動作が ぎこちない」, II群

の 「いらいらす る」「気がちる」「物事が気にか

かる」, III群の 「肩がこる」「腰がいたい」「声が

かすれる」は, 25.0%以 上 の者がそれぞれ訴え

ていた。ここで特徴的なことは,ボ ウ リングの

授業を受講 した女子学生は,運 動前にすでに,

全群 に自覚症状の訴えがみられ,そ の訴え率 は

非常 に高かった.ま た,運 動後に増加 したのは,

「いらいらする(41.7%)」 「根気がな くなる(50.0

%)」 「口がかわ く(83.3%)」 であった.



910　 前 橋 明

図3　 男女別に見た体育授業前後の訴え率の変化(種 目:ボ ウリング)

以上の結果 を群別 に対比す ると,運 動前の順

順は,Ｉ>Ⅱ>Ⅲ で,運 動後になると,Ⅱ>Ｉ>

Ⅲ の順 にな り,精 神作業によくみ られる特徴が

あらわれていた3).ま た,男 子の場合は,運 動前

後 ともに Ｉ>Ⅱ>Ⅲ という結果になった.女 子

においては,運 動前に,Ｉ>Ⅱ>Ⅲ で,運 動後

にⅡ>Ｉ>Ⅲ とな り,運 動の前後に訴えの変化

がみ られた.さ らに,Ⅱ 群 とⅢ群にのみ焦点 を

あてて検討 してみると,男 子,女 子の運動前後

ともにⅡ>Ⅲ という結果がみられ,精 神作業に

み られ るパターンを示 した.こ れ らのことか ら,

男女共にボウ リングをす る前には精神作業後の

疲労感のパターンがみ られ,運 動によって,か

な りの訴え率の低下 を期待す ることができた.

4. ウエ イ トトレーニング

ウエ イ トトレーニングの受講者の運動前の訴

えで25%以 上 の訴えを示 した項 目は Ⅱ群では「あ

くびがでる」「頭がぼんや りする」「目がつかれ

る」「横になりたい」とⅢ群においては 「口がか

わ く」であった.ま た, 50%以 上 の訴えを示 し

た項 目は,Ｉ 群の 「ねむい」であった.こ れら

の項 目の うち,Ｉ 群の症状はすべて運動後には

減少 した.Ⅲ 群 の 「口がかわ く」は運動後78 .7

%ま でにその訴え率が増加 した.こ れらの傾向

は上記3種 目の運動実施による変動 と類似する

ものであった.

また,運 動後25%以 上 の訴え率 を示 した項 目

は,Ｉ 群 「全身がだ るい」「足がだるい」「あく

びがでる」「ねむい」「動作が ぎこちない」,Ⅲ群

「口がかわ く」「手足がふるえる」であった.そ

の中でも,検 定の結果,運 動前値に比べて運動

後に有意に増加 したのは,Ｉ 群 「全身がだるい」

「足がだるい」,Ⅲ 群 「口がかわ く」「手足がふ

るえる」(p<0.01)「 め まいがする」(p<0.05)

であ った.ま た,Ｉ 群 の 「動作が ぎこちない」

とⅡ群 「きちんとしていられない」においては,

増加傾向にあった.一 方,逆 に運動後 た減少を

示 した項 目は,Ｉ 群「あ くびがでる」「頭がいた

い」「ねむい」「目がつかれる」「横 にな りたい」
,

Ⅱ群 「考えがまとまらない」が有意に減少 した
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(p<0.01).Ⅱ 群 「い らいらする」「物事が気に

かか る」は減少傾向にあった.

図4　 男女別に見た体育授業前後の訴え率の変化(種 目:ウ エイ トトレーニング)

表3　 体育実技種目別の自覚症状訴え率の差(%)

テ:テ ニ ス　 ラ:ラ ケ ッ トボー ル　 ポ:ボ ウ リン グ　 ウ:ウ エ イ ト トレー ニ ン グ

次に,男 女別にみてみ ると,男 子では前値に

比べて有意に増加 したのは,Ｉ 群の 「全身がだ

るい」「足がだるい」,Ⅱ 群の「口がかわ く」「手

足がふるえる」であり(p<0.01),ま た,Ｉ 群

「動作が ぎこちない」 とⅢ群 の 「まぶたや筋肉

が ピクピクする」についても統計的に有意な増

加が認め られた(p<0.05,図4).な お,Ⅱ 群

の 「きちん としていられない」 とⅢ群の 「めま
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いがす る」は,増 加傾向がみ られた.一 方,前

値に比べ て,Ｉ 群の 「あ くびがでる」「ねむい」

(p<0.01),Ｉ 群 の「頭がぼんや りする」「横に

な りたい」,Ⅱ 群の「考 えがまとまらない」(p<

0.05)は,有 意に減少 した.

女 子では,前 値に比べて運動後に有意に増加

したものはなか った.逆 に前値 に比べて運動後

に減ったものは,Ｉ 群 「目がつかれる」であり

(p<0.01),ま た,Ⅱ 群 の 「話をす るのがいや

になる」「することに間違 いが多くなる」「物事

が気にかかる」の3項 目の減少が大であった.

Ｉ群,Ⅱ 群,Ⅲ 群の各症状群および合計(T)

の訴 え率 と症状群の訴え率の順序関係をみてみ

ると,運 動前は男女全体でみても Ｉ群>Ⅱ 群>

Ⅲ群であったが,ウ エイ トトレーニング後はい

ずれも Ｉ群>Ⅲ 群>Ⅱ 群の順に変わ り,肉 体労

作によくみられる特徴が よくあらわれていた3).

以 上, 4種 目の運動前から運動後にかけて,

どの程度,訴 え数が変動するかを知 るために,

群 別に両者間の差異を示 した(表3).こ の結果,

自覚症状の全訴 え数か らみたかぎりでは,男 子

ではウエ イ トトレーニング,女 子ではテニスの

実施によって,生 体への負担が相対的に大であ

った.

考 察

運動開始直前の不定愁訴のレベルについては,

運 動負荷が1日 の生活の時間帯において,ど の

時刻であったかについて,特 に注意 しなければ

ならない.こ こでは,小 グループに よる体育実

技が行われたために,運 動実技の時刻が一定し

ていないことは問題の残るところであるが,運

動前にかな り高い訴え率 を示す症状,特 にねむ

けの症状 は,運 動に より喪失す ることが明 らか

になった.こ れは,身 体活動量 を増すこ とによ

り,身 体機能の亢進が訴え数の低下をまねいた

ものであろう.こ れを,運 動不足の解消として

捉えるか,あ るいは,精 神労作の多い学生にと

って,運 動が一種の気分転換になっているのか,

い ずれかの理由によるもの と考 えられる.

本 実験の結果か らみると,Ｉ 群のねむけ とだ

るさの症状は,種 目別,男 女別 において,い ず

れも減少傾向がみ られ,種 目間に特徴的な差異

をみることはで きなかった.し か しながら,Ⅱ

群の症状の回復 は,ラ ケッ トボール とウエイ ト

トレーニングにおいて,特 に,女 子の訴え数の

減少が顕著であった.

このような種 目間の運動負荷 による生体への

影響の差異は,運 動開始時の不定愁訴のレベル

が影響す るので,本 来ならば,運 動開始時の時

刻,あ るいは,運 動負荷時間等の諸条件 を統一

して比較 されなければならないことである.

しか しなが ら,日 常生活において発現する自

覚症状は,前 日からの蓄積疲労 あるいは睡眠時

間の長短,ま た,生 活習慣 などによって,そ の

パターンを画一化す ることは不可能である.こ

のことか ら,本 調査に類似 した結果の取 り扱い

については,種 々の条件規制をすること自体,

不 自然なことか も知れない.

こ こでは,質 問に対する回答の有無のみ をア

ンケー トしたが,現 実には,各 症状について,

症状の程度の実状は把握できない.そ こで,訴

え率のレベルを25%(4人 に1人),あ るいは50

%(2人 に1人)を 基準に して評価を試みた.

今 後の調査において,こ の点についても,各 症

状群の程度 を記載 してもらうことの必要性があ

るものと思われる.

わ が国における女子学生の体育実技前後にお

ける自覚症状の変動を調査 した結果か らは,運

動後において訴え数が増加す るとされている4).

この訴え数の変化量は,体 力差が関与 している

ため,必 ず しも一定した変動 を示 さない.こ の

点について,本 調査において,ね むけ とだるさ

の症状が運動により軽減 されたことは,体 育実

技中の運動強度 はさほ ど強いものではないもの

と推定される.具 体的には,筆 者が体育実技を

観察 したか ぎりでは,各 運動の強度はRMRが

3な いし5程 度 であろう5).

この ような状態をふまえて,ア メリカの学生

の体力差 と学生生活の中での体育実技が,学 生

にとってどの程度重要視されているか というこ

とが問われるところである.一 方,運 動負荷後

の 自覚症状の発現については,体 育実技が行わ

れた環境条件により影響をうける6, 7).こ の温湿

度条件には 日内変動がみ られるものの,調 査地

の10月 の平均気温は14 .4℃,湿 度63%で あ り8),
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運動実施のためには望 ましい環境条件であった

と考 えられ る.こ の ような環境条件が屋内屋外

の運動の実施 に際 して,そ のまま適用 され るか

どうかについては,問 題が残 るところであるが,

文 献値か らみた限 りでは,運 動実施のために比

較的望 ましい環境であったと考えられる.

運動 に由来する訴え数の増減は,運 動 負荷強

度 とその時間,運 動 に対す る興味など,多 くの

要因が関与 しているが,本 調査の結果にみられ

る運動前後の訴え数の変化量からみた限りでは,

学生への身体的な負担は,僅 少であったといえ

る.

今 後 この ような調査 を重ね,我 国と他国との

対比により,体 育実技のあ り方,体 力の向上,

ひ いては,学 生 自身の健康管理についての示唆

が与えられるであろう.

結 論

アメリカ合衆国の大学生にとって体育実技の

実施がどの程度生体負担 を感 じているか を,自

覚症状 を指標にして,種 目別および性別に比較

した.

1. テニ スの実施 により,男 女共,Ｉ 群の症候

群は全体的に軽減 され,水 分要求が高まった.

中で も,男 子の 自覚症状が特徴的に増加す る

症状 は,「 口がかわ く」(p<0.05)と 「手足が

ふるえる」(p<0.01)で あ った.

2. ラケ ッ トボールという運動をすることに よ

り,男 女共に Ｉ群のねむけ とだるさの症候群

の訴えは減少傾向にあったが,「 足がだるい」

と 「口がかわ く」の訴えは有意に増加 し(p<

0,01),直 接運動負荷に由来する症状であった.

3. ボウ リング前に比較 して 「あ くびがでる」

と「ねむい」は,運 動後は有意に減少 した(p<

0.01).一 方,「 口がかわく」は有意に増加 し

た(p<0.05).

4. ウエ イトトレーニングを受講 した男子では,

「全身がだるい」「足がだるい」「口がかわく」

「手足がふるえる」は運動前値に比べて有意

に増加 した(p<0.01),逆 に有意に減少 した

のは,「 あ くびがでる」と 「ねむい」であった

(p<0.01).一 方,女 子では前値に比べて運

動後に有意に増加 したものはみ られなかった

が,特 に有意に減少 した症状は,「目がつかれ

る」であった(p<0.01).

以 上の結果か ら,本 調査の範囲内において,

体育実技による生体への負担は僅少であ り,そ

の授業は,学 生にとってレクリエーションの効

果を期待することができた.

本研究の実施にあたり,終 始懇篤なるご指導を賜

わりました岡山大学医学部公衆衛生学教室の緒方正

名教授に心から御礼申し上げます.な お,調 査の機

会を与えて下さいました米国 ミズーリ-大 学保健体

育学部のLeon E. Johnson教 授に対し,感 謝の意

を表します.さ らに,有 益なるご指導とご助言を賜

わりましたノー トルダム清心女子大学の中永征太郎

先生に深謝いたします.
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Changes in the subjective symptoms of fatigue of American 

college students after physical education activity
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To understand the effects of physical loading on the health status of the college students 

who attend the physical education activity classes, the subjective changes in their living body 

caused by exercise were studied according to sex and type of activity.

In this investigation, 225 college students attending their physical education class for 50

minutes, were asked of their subjective symptoms of fatigue before and after the physical 

education activities (tennis, racketball, bowling and weight training) by questionnaire. 

 The score of subjective symptoms of fatigue group I; "drowsiness and dullness" was 

decreased in those after the tennis games. The symptoms of "thirsty" (p<0.05) and "hands and 

legs trembling"(p<0.01) were significantly increased after the tennis games in men.

The subjective symptoms of fatigue group I; "drowsiness and dullness" showed a decreasing 

trend after racketball games in both men and women, though symptoms of "tired legs" and " 

thirsty" were significantly increased after the racketball games (p<0.01).
"Feeling like yawning" and "feeling sleepy" were significantly decreased after the bowling 

games (p<0.01) though symptom of "thirsty" was significantly increased (p<0.05).
The symptoms of "feeling exhausted", "tired legs", "thirsty" and "hands and legs trembling" 

were significantly increased after weight training exercises (p<0.01) though symptoms 

of"feeling like yawning" and "feeling sleepy" were significantly decreased in men (p<0.01). 
However, the symptoms of fatigue before and after physical loading were not increased 

though the symptom of "tired eyes" was significantly decreased (p<0.01) in women.

In conclusion, physical loading had little effect on the health status of the students. 

Therefore the physical education classes in this investigation could be expected to be of 

recreational benefit for the students.


